















ダーシップ開発プログラム（MiddleLeadership Development Programme: MLDP）とミド










実施が政策課題となってきた。 1998年に学校ミドノレ全国職能基準（NationalStandards for 
Subject Leaders）を設定し、 2000年に全英スクーノレリーダーシッフ。開発機構（National
College for School Leadership: NCSL）を創設、 2003年には学校ミドノレ全国研修フ。ログラム
(Leading from the Middle: LftM）を導入し、世界における学校ミドル論を先導してきた。
2009年にはLftMを改訂して 従来の学校ミドソレ研修を大きく変化させ、それ以降、学校
群によるミドノレリーダーシップ開発を展開しており、その動向は注目に値すると言えるに










































4 2010年 5月に保守党・自由民主党連立政権が誕生し、同年 11月に教育省より白書（『教えることの重要



















って実施され、それを受けて 2009年 1月に NCSLより大臣への政策提言が行われた。ス
クールリーダー自らが次世代リーダー育成を担うシステムづくりを今後重視し、そのため
にもリーダーシップ開発の規模の拡大が必要となるとした上で、学校群によるリーダーシ





accessed 201 Oa）。それらを踏まえて、 2009年 1月には、①学校群によるミドノレの育成、②
新任校長全員への専門家の支援の提供、③学校を超えて活躍するリーダーを増やすこと、
について、 NCSLから大臣に提言が行われた。ミドル研修に関しては、 25の学校群による




し（Secretaryof State, 2009）、 2009年に改訂版LftMが開始する。
改訂版 LftM ではプログラム申込は学校群によるものへと変化し、受講者は is~24 名と
なった。申込者のうち少なくとも 25%(75%以上は不可）の者が満たす必要のある学校群
編成基準も定められ6、NCSL地方センターによる事前審査を申込時に受けるようになった
(NCSL, accessed 2009）。その後、 NCSLの役割と名称が変更したことを受けて、ミドノレ研
修の名称が LftMからミドノレリーダーシップ開発プログラム（MiddleLeadership 




5 2008年 12月に NCSLの権限が子ども福祉領域のリーダーシップ開発にまで拡大したことから、 2009
年9月にNationalCollege for Leadership of Schools and Children’s Services (NCLSCS）に改組され、2011
年6月にはもとの名称に戻った。また 2013年4月からはNCSLはNationalCollege for Teaching & 
Leadership (NCTL)となったが、以下、 NCLS CS、NCTLも全て NCSLと表記する。































の自治体全てで実施され 250校から 500名以上の受講者が参加した。2010年秋までに 150
の学校群が試行に参加し、 2011年までに 500の学校群の参加が予定された。試行段階の学
校群の編成には2校以上が必要で、当初Js~6 校、その後、 s~12 校による編成が NCSL よ



































































ファシリテーターは、プログラム運営の前に NCSLによる 4IJ間の合宿研修を 2名一緒








年、 MLDPの受講が増えている私学やインターナショナルスクールの場合には、 1人目から 2,500ポンド
の支払いがファシリテーター研修1こ求められる。なお、ファシリテーターとしての経験により当人自身の
















































N必PQ修H3 0教授日切りjの指L尊と改 OwJ共UlJな半校づくり 0校長l般における成功
三イ子 －学力向上のためのデータ －改善のための変1:L
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ュラムを導入し、 1~s (4~5 は開発中）までのリーダーシップ開発のレベルが設けられた。
改訂版 NPQH、シニアリーダーシップ全国職能資格（National






accessed, 2012d）、それに伴い 2012年 2月にMLDPの募集が打ち切られ、！司年夏開始のプ
ログラムが最後となった。 NCSLによるファシリテーター研修への支出も打ち止められ12







12なお、 2013年 12月まではMLDPに関する NCSLの支援を受けることができた。
13資格取得－で
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